
（平成30年 3月末版）

伝える自己改革
 ～ＪＡ福岡市 “不断の” 取り組み～



ＪＡ福岡市はこれまで、さまざまな

“不断の”自己改革に取り組んでまいりました。

   

　ここ数年、行政からＪＡグループに対して「農協改革」の要請がなされています。

その根拠は農業所得の向上とされ、そのためにＪＡは農業サービス業に特化する

方向で自己改革するよう求められていますが、総合事業としての枠組みがなくなると

これまでのような営農や相談の事業はできなくなります。

　また、行政が示す「自己改革」についてはもともとＪＡが組合員と共に考え、自ら

実施してきたことも多く、特に米づくりにおいても私たちＪＡ福岡市は米の減農薬

栽培や買取販売など、いち早く先進的な取組みを実践してきました。

◆　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　◆

　今回、このような時代の流れのなか、組合員の皆様にＪＡ福岡市の農業と食料に

関する取組みを改めて知っていただこうと考え、本冊子を作製しました。  全ての

取組みではなく、代表的な 12 項目に絞って記載していますので、ぜひお目通し下さい

ますようお願い申しげます。　　

　これからも、組合員の皆様と一体となったＪＡ福岡市であり続けたいと願っており

ます。何かご意見がありましたら、いつでもお気軽にお聞かせ願えれば幸いです。
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【  生産資材のコスト低減に向けた取組み 】

部署　：  資材課　

＜取組みの概要＞

① 利用者の実態に即した注文方式に改善し、予約注文（予約割引価格で供給）の利用を拡大しました。

② 近隣ＪＡとの連携、取扱商品や仕入れ先の見直しにより資材価格を引き下げました。

③ 行政との連携（補助事業活用）により園芸施設の整備を進めました。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

① 予約注文書様式の改善と生産部会に合った利便性向上
• 農事組合向けの予約注文

・・・ 注文書を見易く・記入し易い様式へ（Ａ４⇒Ａ３版に拡大、おすすめ商品の紹介、カラーでわかりやすく・・・など）

• 各生産部会  向けには

・・・ 農薬の重要品目に特別予約価格を設定（※）、予約注文の実施回数を増やすなど利便性も向上しました。
　　　※生産部会に要望調査を実施し、栽培において重要な農薬には「特別予約価格」 を設定、通常より更に  値下げを実施。

② 近隣ＪＡとの連携と仕入先の見直しによる資材価格引下げ
• 近隣ＪＡ・全農ふくれんと定期的に情報交換会を開催

・・・ 共通して使用している資材については、銘柄を集約して価格引下げに取り組みました。

• 各種資材の仕入れを  見直し

・・・ 従来の全農からの仕入を見直し、仕入先を複数にしました。

       特に農薬は、入札を実施して価格引下げを実現しました。

③ 行政の補助事業を活用した園芸施設にかかる農家の費用負担軽減
ハウス新規建設や既存ハウスの補修、先進装置等の導入には、

補助事業の活用を提案して生産者の負担を軽減しました。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

　①の例

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28
45.0%
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55.0%

60.0%
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75.0%

5 年間の予約率推移表

肥料
農薬

肥料 農薬

H23 51.5%
65.6% 51.7%
66.9% 56.5%
73.0% 59.1%

72.2% 54.7%

63.8％

Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28 72.8% 58.7%

Ｈ28/Ｈ23
対比 ＋9.0％ ＋7.2％

農薬名

規　格 250ml 300g

店頭価格
通常予約
特別予約

〈H29 農薬の特別予約価格の一例〉（税込）

ｱﾐｽﾀｰ20
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｵﾗｸﾙ
顆粒水和剤

4,430円 10,710円

4,223円 10,252円
3,480円 8,980円

値下げ幅
（通常―特別） -743円 -1,272円

事業種別 戸数 事業費 補助金

ハウスの新築 9
ハウスの補修 4

資材・装置の導入 17
計 30

〈H29　補助事業の実施実績〉　（税抜）

209,631
千円

104,854
千円

②の例

③の例



【 減農薬米生産運動の取組み 】

部署　： 営農販売課  

＜取組みの概要＞

　農薬の使用回数を減らすことにより、農家の健康を守りつつ資材（農薬）コストの低減、無農薬・減農薬によ

る有利販売および地域環境保全に努めています。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

1  ．農薬の使用回数を減らす 

① 【昭和 56 年】「稲に農薬を散布すると体中が農薬まみれになり、

呼吸が荒くなる」という生産者からの訴えがあり、農薬を減らす

稲作りの研究を開始しました。

② 防除基準どおりに農薬散布をしなくても米ができることがわかり、

田んぼの状況を見て防除を行うようになりました。

③ 【昭和 58 年】「虫見板」を配布。「虫見板」を使って、田んぼの害

虫の有無を自ら確認し、農薬散布の可否を判断する減農薬運動

が広がっていきました。

④ 【平成 8 年】「ジャンボタニシ」による除草試験を開始。

害虫であったジャンボタニシで除草剤を使用しない栽培方法を

確立しました。

2  ．無農薬・減農薬栽培による有利販売

① 【昭和 59 年】ふくおか西部生協（現グリーンコープ）とお互いに

顔が見える産直米の取引を開始しました。

ふくおか西部生協が欲しい「お米」＝減農薬で栽培された「お米」

② 以後、栽培技術が向上し、取引量も増えていきました。

平成 29 年産取引量 ： 35,700 袋/30㎏

＜農家のメリット・農協のメリット＞

●農薬の使用量が激減し農薬による健康被害が減り

　 ました。

●環境保全型水稲栽培につながり地域と共存できる

　 水稲栽培となりました。

●産直米の取引により農家の所得向上と      JA      販売高

　 向上が達成されました。

●農薬使用回数が減り農薬購入費を最小限に抑える

　 ことができました。　　　　

一般栽培
186ha(27.0%)

赤とんぼＢ
134ha(19.5%)

赤とんぼＡ
212ha(30.9%)

赤とんぼ特Ａ
155ha(22.6%)

平成 29年産
ＪＡ出荷契約面積 687ha

赤とんぼ特 A 栽培期間中、「無農薬」かつ県が定める

「減化学肥料栽培」で栽培されたもの。

赤とんぼ A 栽培期間中、「無農薬」で栽培されたもの。

赤とんぼ B 栽培期間中、農薬使用成分「4 成分以内」

で栽培されたもの。但し、箱施薬剤は使用

不可。

一般栽培 上記以外の慣行栽培。

※平成 29 年産 JA 福岡市水稲作付面積：1041ha

全国に

先駆けて



【米の買取り販売による農家所得増大の取組み】

部署　：  営農販売課　

＜取組みの概要＞

　　　　

● JA 福岡市の PB 米は、「一般家庭の契約会員」・「博多じょうもんさん市場」・「業務用取引先」に販売。

原料玄米が不足する品種は、福岡県産米を JA 全農ふくれんより購入。

● 無農薬栽培・減化学肥料栽培等の米については、JA 福岡市が取組む「無農薬栽培・減化学肥料栽培」を PR する中

心的な商品「特別栽培米」として販売。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

 出荷者からの買取りを行うことで、販売代金が明瞭になり、精算期間も出荷後約 1 週間程度に短縮できました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委託米の代金精算は 1 年半程度）

 赤とんぼ米の販売を通して「無農薬栽培・減農薬栽培・減化学肥料栽培」などの取組みが、福岡市の環境保全に貢献

しており地産地消こそが地域の自然環境を維持していくための一番の方策であることを PR できることで販売の強化に

つながっています。

＜農協のメリット・農家のメリット＞

　

　

H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度

0

100

200

300

400

500

800

1200

1,016t
1,076t 1,084t

1,005t 998t 998t

349 百万円
385 百万円

342 百万円 319 百万円 328 百万円 342 百万円

＜米供給量・供給高推移（白米・玄米合計）＞

供給量（ｔ） 供給高（百万円）

24 年産 25 年産 26 年産 27 年産 28 年産 29 年産

5,000

6,000

7,000

8,000
6,600 6,390

5,160
5,610

6,120 6,510

買取による生産者価格（ヒノヒカリ 1 等、税込）

 
買取価格

要件を満たした

米を「 JA 福岡

市の米」とする

「赤とんぼ米」及び「買取米」

として栽培方法や産地によっ

て価格差を設けて集荷

集荷した米を

・グリーンコープ連合、 学校給食へ委託販売

・ JA 福岡市の PB 米として買取り販売

農家所得

増大 !

● 「 JA 福岡市の米」の要件●

   a ．種子更新により品種が確認できた米穀。

   b ．農産物検査を受検した米穀。

   c ．栽培作業記録簿が提出され、栽培内容が確認できた米穀。

   d ．当 JA 又は当 JA 普通作研究部会が主催する講習会や研修会等

      に参加した生産者が出荷した米穀。

   e ．赤とんぼ米については普通作研究部会が「赤とんぼ A ・ B 米の

      生産規約」を遵守して生産した米穀。

● 買取米の要件　　：左記 a～ d

● 赤とんぼ米の要件 ：左記 a～ e

● 栽培方法●

＜特定の産地への買取り価格加算＞

特栽米        ： 1袋あたり 4, 320円加算

産地指定米 ： 1袋あたり 510円加算

※内野・脇山で生産された、にこまるを除く赤とんぼ米

安定した原料価格となる

ため、安定した価格で販

売できます。

販売代金が明瞭。

出荷後の精算期間が短

縮されたことで、農家の

経営計画が立て易くなり

ました。

全国に

先駆けて

最終精算までの期間

買取米 １週間程度

委託米 １年半程度



【ライスセンターの設置】

部署　：  営農販売課　

＜取組みの概要＞

● 平成２３年度に早良共同出荷籾摺り施設を設置（平成２４年度から稼働）

● 平成２４年度に西ライスセンターを設置（平成２５年度から稼働）

● 平成２８年度に早良共同出荷籾摺り施設に乾燥機を設置（早良ライスセンター）

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

１．補助事業を活用した建設

　① 早良ライスセンター
• 平成２３年度強い農業づくり交付金

• 平成２８年度強い農業づくり交付金

　② 西ライスセンター
• 平成２４年度農業・食品産業競争力強化対策事業

＜農協のメリット・農家のメリット＞

１．共同で調製するため、品質が安定（１等米比率の向上・水分及び品質の均質化）

　

　

２．農家個人が所有する乾燥機の買い替えが不要

３．実績推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29

0

100

200

0

400

800

1200

374.4t
560.7t 571.7t 684.4t 708.2t

851.2t

69.6ha

98.9ha 101.2ha
124.0ha 128.3ha

144.8ha

＜早良ライスセンター＞

搬入籾重量（ t ） 利用面積（ ha ）

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

47.0%
60.6%

71.9%
63.7%

49.6%
67.4%

37.7% 30.9%
43.8% 38.0%

27.2% 28.4%

１等米比率の推移

 当ＪＡ 県下平均

県下平均の１等米比率

に比べ、当ＪＡの１等米

比率は高い状態で推移

しています。

西ライスセンター早良ライスセンター

１等米比率

向上 !

生産コスト

の削減

H24 H25 H26 H27 H28 H29
0

20000

40000

60000

80000

8,112 袋 9,783 袋 12,562 袋 13,445 袋 13,842 袋 16,201 袋

71,142 袋

49,763 袋 40,049 袋 39,535 袋
37,145 袋

42,749 袋

19,131 袋 19,794 袋 18,734 袋 15,724 袋
21,057 袋

＜出荷数量の推移＞

個人出荷 西ＲＣ 早良ＲＣ

H24 H25 H26 H27 H28 H29

0

100

200

0

400

800

1200

1600

.0t

953.5t 1,011.5t 1,112.7t 1,000.0t
1,164.1t

0.0ha

157.8ha 165.9ha
181.9ha

169.9ha
188.4ha＜西ライスセンター＞

搬入籾重量（ t ） 利用面積（ ha ）

※ 平成２５年度

から稼働



【  ６次化商品開発による農家所得の向上  】

部署　：  営農販売課　

＜取組みの概要＞

甘夏【規格外品】・あまおう【５月の最盛期】・元岡とまと【規格外品】をピューレ加工品として、食品業者に原料

供給を行い、規格外品の商品化と農家所得の向上を達成します。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

●ＪＡが取り扱う青果物の規格外品の活用
福岡市や学校給食活用協議会と連携しながら、学校給食納入業者と開発研究を進め、規格外品の有利販売

による農家所得向上を図りました。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

●甘夏　（平成 25 年から）

●あまおうピューレ　（平成 24 年から）

●元岡トマト　（平成 28 年から）

H27 H28 H29

0

2000

4000

2,600 2,710 4,676

2,373 2,481

5,210
甘夏果汁

数
量

金
額

H27 H28 H29

0

200

400

600

800

418 420 400

587 552 562

甘夏果皮

数
量

金
額

H25年度「のこのしま加工部会」（ 5農家）設立に伴い、以前まで自家消費や利用していな

かった規格外品が、加工品を取組む事により、 6,788千円の農家所得向上となりました。

甘夏

マーマレード

甘夏

チューハイ

甘夏

ゼリー

このほかにも、甘夏ヨーグルト、

甘夏チロリアンなど・・・

自家消費や利用していなかった規格外品を H24 年度産から加工用として出

荷開始し、 28 年度産あまおうピューレ（ 15 ｔ）を糸島みるくぷらんとへ販路拡

大、加工用として 22.2 ｔの出荷実績となりました。このことで部会反収 4.3 ｔ

（前年産より 0.9 ｔ増）となり、部会販売高 403 百万円（前年産より 84 百万円

増）とすることができました。

規格外品のトマトを使用して、

ケチャップを製造しました。

イベントや催事などにて販売、

元岡とまとの産地 PR も図れま

した。

あまおうゼリー

小学校給食へ提供

H28 H29

0

500

1000

1500

440

1376

92
275

数
量 

金
額 

H27 H28 H29

0

2500

5000

1,000 1,290 2,750

1,700 1,657

4,707

数量

金額

伊都物語とコラボ

のむヨーグルト

このほかにも、あまおうラテ、あまおうカステラ、あまおうタルトなど・・・



【農産物直売所事業展開による販売高増大の取組み】

部署　：  営農販売課　

＜取組みの概要＞

① 平成 17 年 3 月に農産物直売所「博多じょうもんさん周船寺市場」を設立し、出荷会員組織「直売所利用組合」と一体と

なった事業展開と運営による直売所を展開しました。

② 地元の農産物以外にも果物等の仕入や管内の業者との連携の下、品揃えを強化しています。

③ ポイントカードの推進による顧客数の増加に取り組んでいます。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

① 地域に根付いた農産物直売所の展開
 コンパクトな直売所として管内に５店舗を展開しています。

 「直売所利用組合」の意見・要望を全体会議や役員会で反映

させながら、利用組合とＪＡが一体となった事業を展開しています。

② 利用客の利便性向上
 他ＪＡからの仕入も導入して店舗品揃えを充実しています。

 地元業者の弁当・惣菜・精肉・魚・加工品等も品揃えしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※業者会員 107 人（平成 30 年 3 月末現在）

 平成 29 年度より全店舗とも全日営業を実施しています。

 平成 28 年 7 月 よりクレジットカード端末機を導入しています。

③ ポイントカード顧客の推進による顧客数の増加（平成２１年７月～）
 毎週水曜日をポイント 3 倍デー、毎月 2 回のポイント 5 倍デー、毎年 2 日間のポイント 10 倍デーを設定しています。

＜農家のメリット・農協のメリット＞
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ポイントカード顧客の推移773 人 39,965 人

9,688 人

販売事業に占める直売事業の割合は 18％（ 28年度）、占有率は着手年度（ 18年度）の 3倍に！

直売所販売高も着手年度（平成 18年度）の 3倍に！

平成 28年度直売所売上高： 923,088千円、直売所販売高： 742,650千円



【 学校給食への出荷取組み 】

部署　： 営農販売課　

＜取組みの概要＞

●市内産青果物を給食に使用し地産地消を推進。      ●給食相対取引による安定した単価の確保。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

●給食献立メニューと市内産青果物の出荷時期のマッチング

　　福岡市教育委員会に対して市内産青果物の年間の出荷時期と出荷量見込を提示し、市内産青果物

　を活用したメニュー立案を推進します。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

●平成      28      年度「小学校給食出荷実績」 ※12 品目

    枠内説明・・・ ①が出荷数量、②が販売高、③が出荷時期。

キャベツ

①111,190kg

②20,002 千円

③ １１月～３月

春菊

①4,280kg

②3,189 千円

③ １０月～３月

小松菜

①6,115kg

②3,386 千円

③ ４月、

   １０月～３月

えのき

①10,475kg

②3,284 千円

③ ４月～６月、

   １０月～３月

トマト

①3,024kg

②1,755 千円

③ ６月

かぶ

①4,680kg

②1,095 千円

③ １月

大根

①29,808kg

②4,585 千円

③ １１月～３月

かつお菜

①1,130kg

②463 千円

③ １月

ブロッコリー

①2,430kg

②1,822 千円

③ ２月

アスパラガス

①40kg

②76 千円

③ ５月～６月

かぼちゃ

①4,370kg

②1,311 千円

③ ７月

玉ねぎ

①35,620kg

②5,383 千円

③ ４月～７月

出荷量
販売高
３位

米

①7,000 袋

②45,234 千円

③ 通年

出荷量
販売高
１位

出荷量
販売高
２位

このように、ＪＡ福岡市ではさまざまな青果物を

学校給食に提供しています！



【 ＴＡＣ！組合員の意見・要望を伺いお客様満足度アップ 】

部署　：  農業振興課   

＜取組みの概要＞

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

    ＴＡＣは農家に 訪問して！ 会って！ 膝を突合せて！ 話を伺う！

  農家に寄り添うことにより、幅広い農家の意見・要望等を引き出すことが求められて

います。農家の意見を迅速・丁寧にＪＡ内部で検討・対処し、意見・要望・課題の解決

を行うことで、農家からＪＡが頼りにされ、農家とＪＡの信頼関係が生まれ、更にはＪＡ

が頼りにされる組織となるようにＴＡＣは活動しています。

★成功のポイントは・・・

 農家の気持ちになって話を聞いています（親切・丁寧な対応で聞き取ること

を意識しています）。

 知り得た情報はＪＡ内部で共有するとともに、迅速・丁寧に対処方法を検討し、すぐに農家に対応して

います。※相談内容によってはＴＡＣが全て対応するのではなく、適材適所の担当部署を選定し農家に

紹介して対応します。

 農家が求める情報提供と必要な商品の提案推進を行っています。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

    農家のメリット（満足度アップ）　＝      農協のメリット

　ＴＡＣ訪問により相談をしやすい環境を作り出し、農家と膝を突合せ話を伺うことで、農家の

個人的な意見・要望・課題を引き出すとともに、ＪＡ総合事業の強みを活かした対応で農家の意

見・要望・課題の解決・改善策を提案し、農家の満足度向上を図ります。

＝ ＪＡ事業の伸長を図ることと同じ！

幅広い農家情報を

収集する

農家意向を

ＪＡ内部で共有

行政を含む

関係部署と

対応策を検討

農家へ解決策を

提案

担い手・後継者など当ＪＡの中核と

なりえる農家を継続訪問し、意見・

要望・課題の聞き取りを行います。

ＴＡＣ訪問で農家の意見を傾聴することにより、農家組合

員とＪＡとの信頼関係が更に強固 に！農家の満足度向上と

ＪＡ事業の伸長を目的に行動しています。
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ＴＡＣ面談実績

訪問回数（回）

活動日数（日）

情報収集率 (%)



【 炭酸ガス発生装置導入による増収 】

部署　：　営農販売課　

＜取組みの概要＞

炭酸ガス発生装置導入による増収を図り

農家所得を向上します。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

補助事業にて炭酸ガス発生装置の導入

を行い、普及センター・JA・部会と炭

酸ガスの施用技術の検討を図り、部会

会議（定例会等）にて各生産者の炭酸

ガス施用方法について、情報共有を

行った。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

平成23年度から導入を開始、平成25年度から反収の伸長が見受けられ、近年では反収20ｔを上回る

数値となっています。
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装置導入 　出荷量・反収が伸長 農家所得向上へ

導入件数：述べ１４件／部会員数１８名のうち

※平成28年度出荷期間：平成28年9月～29年7月



【 大豆加工指導グループ｢まめひめ｣による伝統食継承活動 】

部署　：  食農福祉課　

＜取組みの概要＞

●大豆加工指導「まめひめ」活動に賛同する女性部員で構成したボランティアグループ（104 名）。

●みそ造りを通して、福岡市管内（東区を除く）の小学校等で次代を担う子どもたちを対象に、公民館で

　 は地域住民を対象に、日本の伝統食のよさを広める活動を実施。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

【１】日本の食文化は急激に欧米化し日本の伝統食

　が失われつつあります。そのなかで伝統食であり

　優れた保存食でもある「みそ」にスポットをあて、

　子ども達への食育や地域住民へ広く”食べること

　の大切さ”を PR します。

【２】ボランティア組織を JA 運動の担い手として位置

    づけ、JA が主催する研修会やグループ合同会議  

    を行うことでグループ各人の知識向上ができます。

    支店を超えた繋がりができ、組織活動の強化に  

    繋がります。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

農家のメリット

●ボランティアを通じて、地域貢献ができます。

●みそ造り指導を通して、保育園児や児童と触れ合うことが生きがいとなります。

●JA を通して、支店を超えた仲間づくりができ、その仲間と共に学ぶことができます。

農協のメリット

●「食と農」を基軸とした取組みを地域住民へ広く PR する活動を行うことで、地域での「JA の存在感」を

　 アピールできます。

●伝統食継承の活動に賛同する同じ志の女性部員を、ボランティアグループとして位置づけることにより、

　 女性組織の強化が期待できます。

▼ 公民館みそづくり教室の様子

▲ 小学校でのみそづくり

教室の様子（上）と児童

からの御礼の手紙（右）

みそづくり＝組織活性化のミソ！



【  ㈱ＪＡファーム福岡　農作業受託実践の取組み  】

　部署： ㈱ＪＡファーム福岡   

＜取組みの概要＞

「ＪＡ福岡市 管内農地      2,000ha      維持」をスローガンに、不耕作地や

遊休農地の改善のため、平成２０年１０月「㈱ＪＡファーム福岡」を発

足しました。

農家の労力軽減やコストダウンを図るための農作業受託を実施し

ています。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

● ＪＡと一体となった作業受付の広報活動

● グリーンセンターや TAC などＪＡとの情報共有 

⇒ 農作業の委託が増加

● 育苗センターやライスセンターとの連携により、苗供給や籾搬入の調整ができるように

⇒ 田植・稲刈りの作業増加

＜農家のメリット・農協のメリット＞
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【農の応援事業　無料でヘルパーを紹介しています】

部署  ：  農業振興課・㈱ＪＡファーム福岡     

＜取組みの概要＞

　㈱ＪＡファーム福岡は、農家の労働力確保支援のため、農家で働きたい方（ヘルパー）を集めて、労働力

不足に悩む農業者に無料でヘルパーを紹介しています。　

●求人を求める農家および農家で働きたい求職者（ヘルパー）　

　 は、ＪＡファームにてそれぞれ登録申請を行います。

●ＪＡファームは雇用条件に見合う農家とヘルパーのマッチング

　 を行い、雇用契約を結ぶ支援を実施しています。なお、賃金は

　 農家からヘルパーに直接支払います。

●求人農家は、市内ＪＡの正組合員を対象としています。作業内

　 容は軽微な農作業（出荷調整作業・草取り・補助的作業）とし、

　 誰でもできる農作業のお手伝いをします。

＜農の応援事業の実績＞

＜農家のメリット・農協のメリット＞

農家からの声

●収穫作業が忙しい時期に 3 名のヘルパーを派遣してもらい、収穫作業を行ったが、あっという間に収穫が出

来た。一人で作業をしていたら何倍もの時間と労力が掛かっていた。ヘルパーを無料で紹介してくれるＪＡファー

ムに大感謝です。

●ヘルパーを紹介してもらい作業をしてもらっているが、農業を経験されていないため、思った以上に作業がは

かどらない。時間を掛けて作業を覚えてもらい色々な経験を積んでもらいながら戦力にして行きます。

ヘルパーからの声

●丁寧な対応で農家を紹介してもらい大変感謝してます。農家の方が満足できる農作業が出来るか不安です

が頑張ってみます。

●とても良い農家を紹介してもらいありがとうございました。作業は大変ですが楽しく働いています。
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